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研究成果の概要（和文）：日本のファッション衣料の国際プレゼンスが低い原因は、国境を超えた着用者への製品の提
案力の欠如にあった。日本のmodelismeは良好だがstylisme（ことに一次設計)は脆弱だ。スタイルの代替案想起･期待･
選択作業は、設計者に対し、グローバルな着用者の行動空間に関する知見を求める。
これはまた事業者の決定の価値前提の問題に関係する。大規模なファッション事業者の官僚組織が生み出す「逆機能」
とも密接に係る。単にブランドの問題だけではなく、事業規模・裁量・ルーチン・経営資源配分に関わることが判明し
た。製品展示を半年以上前倒しするテキスタイル設計過程は、衣服デザイナーの決定前提の一部を説明していた。

研究成果の概要（英文）：Clothing proposes a certain style in the action space inhabited by its wearer. 
Japanese fashion apparel is characterized by a low international presence due to deficiencies in how 
products are proposed to wearers in foreign markets. While Japanese modelisme exhibits adaptability, 
stylisme (≒primary design) remains inadequate. Stylisme, a decision-making process that involves 
recollecting and then choosing from several alternative styles, requires that designers possess knowledge 
about the action space that is inhabited by wearers in international markets. It involves the value 
premise in decision-making.
For this reason alone, there is an intimate connection to dysfunction in terms of information processing 
in the bureaucratic organizations of large-scale companies. The problem of international presence cannot 
be resolved by branding alone. The textile design process, which pushes product displays up six months or 
more, serves to explain part of the clothing designer's value premise.

研究分野：経営学　感性経営　ファッション事業

キーワード： ファッション衣料　国際プレゼンス　行動空間　商品のサービスポテンシャル　設計（デザイン）　自
由裁量　テキスタイル　スタイリング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)前プロジェクト（H20～22 年度・基盤研
究 A・20240067・ファッションアパレルの設
計・生産・マーケティングと国際競争力強化
に関する調査研究）で、ファッション衣料に
おける stylisme（後述）と 1 次設計（後述）
の存在は認識していたが、その具体的な機能
や特徴は不明確であった。 
(2)工学的研究の関心は数値化しやすい
modelisme（後述）に集中していた。「姿」「形」
（英仏 style、伊 stile）は細部の問題で解決
されるはずという傾向があった。 
(3)多くの実務家も、日本の市場で売れる衣服
は外国でも（少なくも中国・東南アジアでは）
売れるはずだと「思い込む」傾向があり、こ
れに異論をはさむ見解は少なかった。 
 
２．研究の目的 
日本のファッションの国際化を阻害する
要因を、技術的経営的視点から究明し、ソリ
ューションを模索しうるファッション工学
の体系化を、繊維工学の延長上に提示する。
技術的かつ経営的視点から、a)国際市場を前
提とする服飾創造と b)テキスタイルのマー
ケティング・設計・製造を研究する。 
 
３．研究の方法 
(1)研究対象は相対的に身体表現機能の高い
既製服、ならびに材料とする（ただし原則と
してファイバーは含まない）。 
(2)メゾンおよびファストファッションの業
態に注目し、そのサプライチェーンが地球規
模に及ぶことも意識しつつ、ファッション衣
料の設計過程・製造工程の現場を求め、現場
と適当な距離を保ち、実態を観察する。 
(3)前掲の作業が至難の場合は、ヒアリング
等を通じ、前掲の現場に近い状況を作り出す
べく条件を設定し、実験的に推進する。 
(4)ファッションないしファッションビジネ
スに関する既製の概念は必ずしも使い勝手
が良くない。必要に応じて、果敢に、概念装
置を構築し、また、記号や式による表現、確
率論的なモデル構築を試みる。 
(5)ファッション衣料および主材料のテキス
タイル（糸・織物）の製品設計に関しては、
1 次設計以前の段階まで踏み込み、事実から
の推定を思い切って行う。 
(6)テキスタイルの設計主務者（≒Styliste, 
Stilista, Creative Director, Designer, 
Stylist,設計総監など各国各事業所により
呼称は異なる）の設計過程、衣服設計主務者
のテキスタイル選択過程、および両設計主務
者間の相互作用に注目する。 
(7)以上の作業から得た知見を繊維工学（関
連する情報工学を含む）・経営問題にフィー
ドバックする。 
 
４．研究成果 
(1)業界はもとより、政府の政策にもしばし
ば登場していた「日本のファッション商品は

いい商品だけど、売れないのはブランドのゆ
え」という図式は、国際プレゼンスの現状を
捉えていない。この点で、「海外展開戦略調
査 2014」（経済産業省クリエイティブ産業課）
はまだしもまともな指摘が多い。 
(2)ファッション事業（人間の身体を表現す
るに便利な商品の設計製造販売）を、より合
理的に（より言葉を節約して限界的な問題が
明示できるように）描く工夫として、①本事
業の内容･･･ファッション、行動空間、ファ
ッション衣料、ファッション商品、ファッシ
ョン事業、既製服、拡張されたファッション
事業、着用者、「姿」「形」、設計者、設計主
務者、設計主務者の能力、対象顧客、「姿」「形」
を表現する言語、②経営･･･事業主体、企業
規模、企業官僚制、集権と分権、裁量枠（設
計主務者への配分）、販売費用（商品力・販
売力）、競合、一般管理費、リスクの存在、
③国際競争力･･･販売基準、類似性基準、潤
沢な世界市場、店舗展開、e-Commerce、出店
効果、顧客の行動空間（グローバルな認識）、
競争条件、「我が国の」「企業の」国際競争力、
「我が国国際競争力」と事業主体、ソブリン
サイクル、の 3 カテゴリーに計 34 のキーワ
ードを試築し、以降の展開に利用した。 
(3)事業者が自らの優越性を誇りとするのは
好ましいが、ファッション事業では、日本の
衣料は品質が良いとか、日本のファッション
はアジアでは一流であるとか、1980 年代の躍
進期で世界の市場に地保を固めたなど、「根
拠に乏しい日本ファッションの優越論」が横
行する現況を見出した。JIS だけが品質の基
準ではない、製造小売りで年商 1億 EUR 程度
の売上は国際的に成功したと言えるか、著名
メゾンやファストファッションの商品はA国
X 市でも B 国 Y 市でもなぜ売れるのか、とい
う角度からの検討を強調した。その意味で、
ファーストリテイリングは出藍の誉れ、オン
ワードにも変化の兆しがあるとした。 
(4)仏語の stylisme（≒英 fashion-design≒
styling；studio 部門の業務）をもってファ
ッション衣料の設計に特徴ありとした場合、
組織論の古典的な視点（職務・権限・責任）
に立ち、設計主務者の裁量枠を（国際的な比
較を含めて）議論できる枠組みを設ける必要
があり、大規模化した場合、設計主務者の本
来の設計業務が制約されるかどうか、そうな
らないためにどのようなマネジメントが行
われるかを問題提起した。ソリューションの
一例を B.Arnault（LVMH）の権力掌握と「中
規模企業の集合体」に求めた。 
(5)前掲のファッション事業を大規模に推進
する場合、商品設計と事業主体の「集権と分
権」、すなわち企業官僚制とファッション製
品の設計における裁量（強制力）が、「未消
化在庫」の外国市場の販売成果（意外に売れ
た・売れない）とか、M&A 後のリストラクチ
ャリングの如き国際プレゼンスの問題に、大
きな影響を与えると提起した。ここでも前掲 
Arnault の「再構築とデザイナーの選択」を



モデルとしてソリューションを模索し、併せ
て、日本のアパレル（製造卸業者）では、マ
ーチャンダイザーが設計主務者の機能を果
たす例が多い推定した。また、国際プレゼン
スの低さは必ずしも日本の設計者の能力に
起因するとは限らないことも示唆した（この
件は項(8)も参照）。 
(6)ドルチェ&ガッパーナ（ミラノ）を想定し
て、ミラノおよび大阪の営業店においてウー
ルスーツ（レディース）を購入し分解すると
ともに、設計主務者役を設定し、翌シーズン
の定番商品を予測させ、stylisme（一次設計）
とテキスタイル選定を行い、現地メゾンの委
託先で独立系アトリエに modelisme を OEM 先
に試作を依頼した。同様の試作を大阪でも実
施した。両試作品をミラノおよび大阪で試作
品を評価した。この種の実験を 5 件行った。
両者の設計過程・製造工程上の裁量（例・後
工程依存の差異）、品質の判定基準（例：ミ
ラノでは着用者の「姿」「形」がカッコいい、
大阪では製造上の整合性が設計寸法通り）な
どの差異を確認できた。日本でかかる製品を
製造しないのは、むろん事業主体の判断の問
題である。 
(7)仏語の Modelisme（≒英 model in to≒
modeling；atelier 部門の業務）の実験を実
施し、Atelier 部門での設計過程を推定する
資料とした。 
この領域は日本のアパレルメーカーも研
究者も得手とする。①Modelisme 全体に関わ
る実験として、個人対応パターンメーキング
自動化・布のクリープ変形、②パターンに関
する実験では、パターンメーキングの熟達・
衣服外観のエレガント要因・曲面形成能、③
試作に関する実験では、縫製・アイロン処
理・衣服外観への芯地の影響の評価とその自
動化・ジャケット素材の剛性と着心地の関
係・曲げ剛性に注目した芯地による布物性の
制御・せん断剛性・芯地の選択を扱った。ま
た、④ローカライズでは、某ファストファッ
ションの東京店とニューヨーク店で販売さ
れたパンツを試料とし、双方に差（ローカラ
イズ）を認めたが、これが販促要因になって
いないとの仮説を立てた。 
(8)若干の例を除き、日本の衣料が国際的に
存在感が乏しい（商品や広告が少ない・相当
の規模で売れない・店があっても小さいなど）
原因は、設計主務者の能力というよりは、事
業主体の経営政策ゆえに、一次設計以前の情
報処理領域に国際性が存在しない（業務上要
求されない）ことにあると考えた。 
従って、A 国と B 国に共通して存在する着
用者の行動空間が想起できない状況にあり、
国際プレゼンスからは、決定的なハンデキャ
ップを背負っている。根拠とした事例にニュ
ーヨークのSupremeの製品が東京でも売れる
のは、両都市に共通する着用者の行動空間が
あり、それを同社の設計主務者が認識してい
るからである。ただしこの場合、「メタ設計
者」（着用者が設計者になる・ないしは着用

者が設計者に設計内容を示唆する者となる）
が存在する可能性がある。 

 

図:衣料（国際商品）の 1次設計のイメージ 

(9)ファッション衣料には明確なスケジュー
ルがある。メゾン（含･準ずる事業）では業
界基準のスケジュール遵守が前提であり、大
手ファストファッションなら社内基準に従
う。これをクライアントとするテキスタイル
事業（布・ニット糸）もまたそのスケジュー
ルの適応する必要がある。両者は展示会ベー
スで半年の時差があり、テキスタイル設計主
務者はメゾンの設計主務者の意図（ジョハリ
の窓でいえば設計者自身が知らない設計者
自身を含め）を仮説演繹的に「的確に」推論
しないと、テキスタイルメーカーとしてメゾ
ンに対する提案ができない（試作提案になる
ので費用と時間に限度がある）。 
Biella・Prato・Como（伊産地）のテキス
タイルメーカーでは、その設計主務者は自社
の営業マンを伴い（あるいはオーナー社長自
ら）、当該シーズンの相当以前から、メゾン
のアシスタントデザイナーないしテキスタ
イル担当者とかなり頻繁に接触して、この課
題を解決する実態を観察した。テキスタイル
メーカーは複数のメゾンと、メゾンは複数の
テキスタイルメーカーから情報を収集し、プ
ルミエールビジョン（以下 PV）開催時点では、
すでに取引が終了している例も珍しくはな
い。一方、ファストファッションの場合は、
本社の設計部門と頻繁な接触（ある例では 3
週間に一度）し、製品提案を推進していた。 
(10)この研究は「ファッション工学」を標榜
するとした。Modelisme 領域は繊維工学と相
性が良く、課題はそれ以外での可能性にある。
①生産管理のファッション工学では、通論的
ではない生産技術、たとえばファッション衣
料の属性と製品設計、後工程依存型の製品設
計を取り上げた。ここには「柔らかい製品」
固有の設計問題が含まれる。②ファッション
事業の全貌について、ある程度の詳細さを残
しながら鳥瞰する必要がある。そのため、一
連の設計過程を市場との関連を踏まえなが
ら、たとえば集合論により説明を行い、ファ
ッション事業の経営課題の解決に供する。本
研究では、前掲 34 の keyword を試構し、こ
のような作業の端緒についた。 
(11)本研究の課題２でいう TPS（テキスタイ
ルプロポーザルシステム）について、相当レ



ベルにある設計主務者・設計者のテキスタイ
ル選択にあっては、習熟したため、触覚など
において手順が省略されスピードが重視さ
れることに注目した。たとえば、材料からみ
た最終製品の推定は、脳媒体でほぼ自動的に
行われ、着装シミュレーションなどはさほど
役に立たないことが判明した。 
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図：ap（アパレル）tx（テキスタイル）ya（ヤー
ン）各 pv（展示会）スケジュール 
 
(11-2)前掲イタリアのテキスタイルメーカ
ーのテキスタイル設計の現場作業から予想
するに、テキスタイル設計主務者はクライア
ントのアパレルメーカー（たとえばメゾンに
せよファストファッションにせよ）の設計主
務者の決定前提（究極の一次設計・スタイル
の代替案を想起しその帰結を予測し選択す
る過程の前提･ほぼ情報処理と呼称される空
間に該当）をかなりの程度に精緻している可
能性が高い。日本の設計者にはこの前提が問
われないため（日本のファッション事業者が
国際プレゼンスに関心がない）、精緻できな
いと推定した。 
一流のファッション･デザイナーとはその
まま商品化すればあらかじめ期待した程度
の売上げが実現できる提案能力の保有者で
あり、芸術家であってもなくてもよい。テキ
スタイル設計者はその思考が予見できる。む
ろんそこには既述のような相当量の情報の
授受があるが、したがって、PV のような一流
のテキスタイル展示会では、次シーズンのア
パレルのコレクションの予想が可能になる
（むろん展示会ではその最大公約数的情報
のみが表象される）。 
余事ながら、日本のテキスタイルメーカー
がこの市場に食い込むには、この構図を明示
的に内包してセールスプロモーションを実

施する必要がある。さもないと費用のみが嵩
み成果が乏しい（既存の成約確率の範囲内）
ことになる。 
(11-3)テキスタイルメーカーのクライアン
トへの提案には、本研究で観察しえた範囲で
は、外形的には先端技術を装いつつ、むしろ
成熟した技術を組み合わせ、製造現場主導
（研究開発部門主導ではなく）でいわば偶然
を狙いながら実施していた。ことに糸の属性
と染色整理を重視していた。この先の情報処
理技術上の研究は、他の科研プロジェクト
（研究代表者:高寺政行 12-16 年度科研（基
盤研究 S) 24220012「国際市場を前提とする
服飾造形とテキスタイルの設計提案に関す
る技術的経営的研究」）に委ねた。 
(12)以上の知見は、下記〔雑誌論文〕の⑤に
記載した。 
なお、日本製品として国際プレゼンスの高
い電機・自動車業界で、設計（意匠を含む）
の管理業務に従事した経験者らの査読を得
て、コメントは「『日本のファッション事業
と国際プレゼンス－ファッション工学を標
榜－大谷他』に対する査読」,竹川 亮三(ケ
ンウッド),和田 精二（三菱電機）,河原林 桂
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